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有望濃集帯選定に向けた作業イメージ（フェーズ4）

海底地盤等のサイト
サーベイ
• 掘削上の安全性の
確認など

掘削同時検層
（LWD）による事前
調査
•濃集帯の存在の確認
•貯留層特性の概査

自律型無人潜水機
（AUV)

ジオテクホール掘削
•表層付近の地盤
調査のための試料
取得

•地盤安定性等の
評価

掘削同時検層
（LWD)による生産
区間確認
•貯留層特性の詳細
調査

•生産区間の確認

簡易生産実験
•短期間の簡易的な
実験により、メタンハ
イドレート分解・ガス
生産特性の確認

事前調査井
R3年12～１月 及び R4年10月

試掘・簡易生産実験
R5年6～7月 2か所

二次元／三次元
地震探査
濃集帯候補の存在と
規模の把握

MHの存在
を示す検層

ログ

ガス・水
生産特性

海底地
盤試料
(MH含
まない）

地震探査で抽出され
た濃集帯候補の範囲

海底付近の詳細
な地質構造デー

など

地震探査
R3年度に収録

貯留層特性/
生産区間を確認
する検層ログ
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濃集帯評価状況

前回（2022/6/23）における状況
令
和
4
年
度

事
前
調
査
井
作
業
予
定

使用作業船：ちきゅう
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フェーズ４における調査海域

令和元年度時点にて利用可能なデータを用いてフェーズ４における調査海域を選定
日向灘および志摩半島沖にて、事前調査井掘削を令和3年度、令和4年度に実施
令和5年度の試掘・簡易生産実験に向けデータ解析を実施中

日向灘（A海域） 志摩半島沖（B・C海域）
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事前調査井作業概要

LWD検層種目

コア試料分析項目 （ジオテクホールはR3年度に日向灘にて実施）

※なお、日向灘におけるA2坑井ではModular Formation Dynamics Tester (MDT)も実施。

＊SeismicVISIONはR3年度のみ実施
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事前調査井掘削結果

海域名 坑井名
濃集帯
の有無

掘削結果／計画

R
3
年
度

日向灘

A1 無 BSR以深まで掘削 濃集帯を確認できず

A2 有
BSR以深まで掘削 濃集帯を確認
資源量評価を実施

志摩半島沖

B 無 BSR以深まで掘削 濃集帯を確認できず

C 有
BSR以深まで掘削 濃集帯を確認
資源量評価を実施

R
4
年
1
0
月

志摩半島沖

D 有
BSR以深まで掘削 濃集帯を確認
資源量評価を実施

E 有
BSR以深まで掘削 濃集帯を確認
資源量評価を実施

予定通りR4年10月の掘削作業を実施し、LWDデータを取得した。
R5年の試掘・簡易生産実験の掘削位置を、地質評価の観点、貯留層評価の観点、ま
た、海底面傾斜等の掘削作業実施可否の観点から検討し、志摩半島沖の2か所を選
定した。
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まとめ

•令和元年度時点にて利用可能なデータを用いてフェーズ４における調査海域を

選定

•日向灘および志摩半島沖において事前調査井掘削を令和3～4年度に実施

• LWDデータ等を取得し、複数の濃集帯を確認

•令和5年度の試掘・簡易生産実験の実施場所を

‐ 地質評価の観点

‐ 貯留層評価の観点

‐ 海底面傾斜等の掘削作業実施可否の観点

から検討し、志摩半島沖の2か所を選定した。


